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ま え が き

本稿は1968年 4月下旬より同 5月上旬にかけて,タイ国最北端の町メ-サーイ(MaeSai)で

行なった調査2) で得 られた資料の一部を整理 したものである｡この調査は短期間のものではあ

ったが,得 られた資料の量は,私が1964年か ら1965年にわたり数カ月をかけて行なった調査で

得たアカ語 (Akha)の資料3'をはるかに上まわるものであり,詳細な文法構造の記述を行なう

にも充分なのであるが,それには多 くの時間をかけて整理 ･検討 したうえでなければ責任ある

発表は出来ないため,本稿では ラフ ･ナ (La〉huna〈)語の音素体系のみを記述 し, ラフ ･ナ

語記述研究の第 1としたい｡

まず最初に,本論の中心とも言 うべき音素体系の記述を行ない (Ⅰ葺), さらに, ここで用

いた以外の分析方法について概略的に触れ るであろう (Ⅲ章)｡最後に,チェントゥン(Keng-

tung)を中心に用いられてきたローマ字による正書法を中心として, これまでに行なわれてき

たラフ ･ナ語の研究について簡単に述べてお く (Ⅲ章)｡音素論は, 音素 目録, 音素の分布,

音素の各環境における音声学的記述より成 る｡

1) 今回の調査において多くの協力 ･援助を与えて下さった次の機関および個人 に対し深く感謝する｡
ProvincialO氏ceofChiengrai,DistrictO用.ceofMaesai,DistrictOfnceofMaechan,Chieng-
raiHilltribeWelfareSettlement,Mr.PaulCaHtaw,Mr.PaulCaLaw,Mr.CaShi,
Mr.PioSam.

2) ラフ族,ラフ･ナ語について,また調査方法,インフォーマント等,一般的なことがらについては,

拙稿 ｢再び北タイより-ラフ･ナ語の現地調査-｣『東南アジア研究』第6巻第2号を参腰｡

3) アカ語の現地調査については,拙稿 ｢アカ語の現地調査より｣『東南アジア研究』第3巻第3号 (1965
年12月)を,アカ語については拙稿 ｢アカ語アルー村方言の音素｣『東南アジア研究』第4巻第1号 (19
66年 6月)を参照｡
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言語の音素体系を記述す る場合,その分析方法 (あるいは分析過程における解釈の仕方)に

よって複数の正 しい結果が得 られるのはめず らしいことではないが,特にラフ ･ナ語の音素体

系はいろいろな解釈が成立 し,そのいずれもが正 しいと言える｡私の記述においても,かな り

思い切 った決断を下 さなければならない場合が多かった｡従 って, ここで用いた以外の方法に

ついても,いちおう検討 ･評価 してお くことが望ましいOこれち数通 りの解釈は,どれがより

す ぐれているかという問題であって, どれが正 しいとかまちがっているとかいうような問題で

はないO 例えば, ラフ ･ナ語における [Cde,Cde,Cda](Cは子音を表わす)を /Cve,CvE,

Cva/と解する(α)れ /Cue,Cue,Cua/と解する (β)か.は,_α な ら α に,β な ら β に徹

底する限 り,両者 とも正 しいといえる｡もし β を ciに訂正す るな らば, β におけるすべて
一

の /-uソ を /-Ⅴ-/に変えれば事足 りるのである｡ただ し,一つの記述において,ある時は α

を,ある時は β を用いたとした ら, これは誤 りとみなさなければならない｡4)

Ⅰ 音 素 ′̀J論

概 略

ラフ･ナ語の音素は,かぶせ音素 (suprasegmentalphonemes)5)および区分音素 (segmental

phonem占S,以下単に音素 と称す る)一に分けられる｡ かぶせ音素は, 三つの態勢 (stres昌es).

六つの連結 (juhctures), および六つの輪郭 (contoufs)より成 り,吾桑は子音∴ 母音,声

調類より成 る｡ 六つの連結の うち, 節 (clauses) の問にのみ立ち宿 る3個を節連結 (clau昌e
しI

junc-tu≠es),句 i(phrases)の問にのみ立ち得 る2個を句連敗 (phrasejunctures),音節 (sylla-

bles).の間にのみ立 ち得 る 1個を音節連結 (syllaもlejunctures)と称す ることれちの連結はす

べて開いた連結 (openjuncttlreS)であり,節連痕 と句連結とは休止点 (i;ausepoints)■ぁる

いは休止の可能な点 (potentialpausepoints)であり,音節連結は音節構造 (syllal)1estruc"-

ture)により自動的に判明す る｡節は節連結によって囲まれ, それとそれに直前する音節の強

勢によ'り定まる輪郭によって特徴づけられ,句は句連結によって囲まれ,それ とそれ1こ直前す

る音節の強勢により定まる輪郭によって特徴づけられ, 音節は音節連結によって囲まれ, 強

勢によ1-,て特徴づけられ る｡ 節連結 とそれに直前す る音節の強勢により定まる輪郭 を 節輪郭

4) 例えば,[1加 :54]≪泳ぐ≫を/lug54/と解しておきながら,[≦泊e?55]≪すぐれている≫を /昌ve755/
と解するような場合を指すO-つの トか]を /-uイ と解した以上は,それ以外のすべての [一缶-]をも
同じく/-u-/と解すべきだということである0

5) .以下の膏己運において,′かぶせ音素に関する記述は試験的なものだと思らていただきたい{ これの記述
をするには,音素の記述におけるよりも,より多 くの自然な発話を分析する必要がある｡未だ未整理の
多量の資料に手を入れた際,ここに提した記述に補正を加えなければならない可能性は充分にあるだろ

う. また,:発話を特徴づけると考えられる抑揚 (intonations)についてあえて触れなかったのは,記
一述をひかえ目にしておいたほうが,r後に補正を加える際により便利だと考えられるからである.なお,

与こ竿は,発帯というの笹 節よりも一段上の単位と考え,抑揚は発話輪郭(qtterance-contours)と
でも呼び得るであろう｡
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(clausecontours), 句連結 とそれに直前す る音節の強勢により定まる輪郭 を 旬輪郭 (phrase

contours)と称 し,それぞれ 3個ずつ存在す る｡LLLLの諸関係をまとめると, ラ フ ･ナ譜 の発

請 (utterances)は下図のよ うな構造の連続より成 り立つといえるであろう｡ ただ し,I,拙 こ図

のよ うな 2個ずつの対により成 り立つとは限 らない｡
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上図か らもわか るように, この言語の音素は音節の分析により抽出す ることが出来 る｡従 っ

て, これ らを記述す るには音節を基準にす るのが便利である｡以下,音節構造,かぶせ許素,

子音,母音,声調の順で記述を進める｡6)

1. 晋 節 構 造

Cl(C2)(Vl)V2(C3)T により表わす ことが出来 る｡ Cは子音を, Vは母音を, Tは声調類を

それぞれ表わす｡か っこ内の要素は,時には起 こり時には起 こらないものを表わす｡什せ られ

た番号は, C1に立 ち得 る子音の中のある限 られたものが C2,C3 に立つことが出来, V2 に立

ち得 る母音のある限 られたものが Vlに立つ ことが出来 るという意味である｡Cl(C2)-を初頭

子音 (initialconsonants),-(Vl)V2-を申核母音 (nuclearvowels),-(C3) を末尾子音 ([1nal

consonants),-(Vl)V2(C3) を額母 (finals)と称す るO 実際の言語においては上の式で表わさ

れ る音節構造の中で,次の 5通 りのみが起 こり得 る｡

(1) CIV2T-I.--･･･.･･/kh畠/[k̀a?551 ≪十字弓≫

(2) CIVZC3T-.･--･･･/khay-/[k̀a:さ 33] ≪告 白す る≫

(3) CIVIV 2T･.-- - - / bug/ lb血wE : 54】 ≪部屋≫

(4) CIVIV2C3T----/kuaロー/[kdwa:54] ≪統治す る≫

(5) C1C2V2T･･----/pf血/[pβfB:54] ≪昆虫≫

6) 音素, かぶせ音素といった言語の要素は同時に,あるいはほとんど同時に起こるものであるが,それ

らを文字通り同時に記述することは不可能であるから,便宜上,かぶせ音素を先に取り扱う｡例えば,
音節を構成する音素と切り離した,単なる強勢のみが実際の言語に起こるものではないが,説明する際

には,他の要素からいちおう切り離された抽象的な強勢なりその他の要素なりを取り扱わなければなら
ないのである｡
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2. か ぶ せ 音 素

音素が音節の分析により抽出されるのに対 して,かぶせ音素は音節と音節との関係,すなわ

ち,句とか節といったような音節よりも大きな単位の分析によらなければならない｡逆に言え

ば,音節が連続 して発せ られた場合,それ らの音節の長さ, 声調の高さ (tonepitches),輪郭

(tonecontours)その他に現われる変化を分析す ることにより抽出されたものである｡従 って,

ここでは,互いに対立するかぶせ音素を提出するにとどめ,それ らの音声学的記述は,後に声

調類の項において,声言問との関連において述べることにする｡

2-1) 強勢 :次の 3個の強勢が対立する｡

第 Ⅰ強勢 /'-/で表わす./Jlaa'竺 /[10'･llVe:32]≪来る≫ 7'

第Ⅲ強勢 /一一/で表わす｡/■1a-vi tha-･/[10:llVe･33t̀a?11]≪来るのを--≫

欝III強勢 /(無記号)/で表わすo/llえye■1a･/lla:llVelllG:53]≪来 るか ?≫

2-2) 句連結 : 次の 2個が対立する｡

I /i/で表わす｡/Cえ些 Ⅰ5ay'gavel1a,/[t菖αllt)〇:54Hqq･巨33首Q.･55Velllq:53]

≪チャ トー,行きたいか ?≫8)
Ⅲ /｣(スペース)/で表わすO/C型垣 Ikjy'gave-1a･/lt菖Gllt̀〇:55IqG･さ33即 :55Vell

lG:53]≪チャ トーは行 きたがっているか ?≫

2-3) 節遠結 : 次の 3個が対立する｡

I /-/で表わす｡/Ida.jalv_9:/[dG7lldZQ:55聖二堅]≪たい-ん良い≫

Ⅲ /-!/で表わす｡/■da'ja:_Y9_!/[dG?lld2Q.･55聖二禦]≪たい-ん良いなあ !≫

Ⅲ /-;/で表わす｡ /-dàjaLvl了 r)孟 ●d5've･/ ldq7lld2a･･55竺⊥里 r)a:1日 d〇:55Ve:32]

≪たいへん良い,と私は思 う≫

2-4) かぶせ音素の分布について :上に提示 した合計 8個9) のかぶせ音素は,自由自在に現

われるものではな く,それぞれ限定された分布を成す｡すなわち,節連結に直前する音節は必

ず第 Ⅰ強勢を有 し,句連結 /-ノに直前する音節は必ず第 Ⅰ強勢を有 し,/-(スペース)/に直

前する音節は第 Ⅰあるいは第Ⅲ強勢のいずれかを有 し,音節連結に直前する音節は,第 Ⅰ,節

Ⅲ, 第Ⅲ強勢のいずれかを有す る. 以上の分布状態から, (1)/I-./,(2)/I-!/,(3)/一一;/,

(4)/--,/,(5)/一一/,(6)/-/,(7)/■-S/,(8)/.-S/,(9)/-S/10)といった組み合わせが得

られる｡(1)から(3)までを節輪郭,(4)から(6)までを句輪郭とす る｡(1)を終止型,(2)を感動

型,(3)を連続型,(4)を休止型,(5)を持続型,(6)を弱まり型 と称することにする｡

7) /-./その他の連結については後述する｡
8) "ll"はポーズを表わし,`̀F"は "lf"よりも短いポ-ズを表わす0
9) ただ1個しかない音節連結は特に記述する必要がない｡
10) "S"は音節連結を表わすが,これはただ1個だけしかなく,音節構造から自動的に判明するから,級

続する音節そのものと考えてもよいだろう｡

各86 -116-



桂 :ラ フ ･ナ 語 の 音 素 体 系

3. 子 音

下図の通 り29(+1)個の対立がある｡11)

閉鎖音においては有声 ･無声の対立のほかに,無声音の系列では出気 ･無気の対立があり,

調音位置は最高 6個にわたって対立を示 している｡鼻音は有声音のみで,対立はもっぱら調音

位置にのみよる｡ 摩擦音は唇,硬口蓋,声門の 3位置で対立 し,前 2者においては有声 ･無声

の対立がある｡破擦音は歯の位置のみであるが,有声 ･無声のほかに,無声音においてほさら

に出気 ･無気の対立があるO側音および転音は菌の位詣引こ有声音がただ 1個あるだけである【

閉鎖音において軟口蓋に加えて,後部軟 口蓋 (backvelar)が調音位置に加わる点は,例えば

アカ言吾, リス語 (Lis〇〇,Lisu).ビルマ語等の同系言語 と異なったおもしろい点であろう｡12)

調音位迂11'二
様壷 -_㌔

無声･出気 ph

有声 b

鼻音 有声 . m

.
T

■
口 蓋 】軟 口 蓋 と後部軟口蓋:声 門

c

ch

-

〉n

摩擦音 無声 f

有声 Ⅴ

破擦音 無声･無気

無声･出気

有声

側音 有声

転音 有声

S

y

k k

kh 巨h

g g 7g

h

3-1) 分布 :1.にあげた音節構造において,子音のすべてが C1-に立つ ことが出来 るが,

-C3 に立ち得 る子音は /匂,y,Ⅴ,k/のみで,/k/は /I_1_a_亘salma･/[1坤_ 3PSa 33ma:32]≪大

I(シャン語)≫ のみに現われる｡ -C2-に立 ち得 る子音は /∫,Ⅴ,y/のいずれかのみである｡

-C2-が /∫/の特は,C1-は必ず /p,ph/のいずれかであり,-C2-が /v/の時は, C1-は必

ず /b,m/のいずれかである｡ -C2-が /y/の特は,C1-は /ph,k/ のいずれかである｡13)

また,/r/はただ 1例 /?a.ran./['cL33ra:32]≪資本(シャン語)≫ にのみ現われるo以上のほ

かに,次のような分布上の限定が認められ る｡

ll) 二つあるいはそれ以上の数の文字で表わしたものは,複数個の音素が結合したことを表わすのではな

く,表記上の便宜のためにすぎない｡また,( )内は少数の限られた倍用語にのみ現われるもので,ラ

フ･ナ語本来の音素体系から,多少とも,はずれるものである｡

12) アカ語については前掲拙稿, リス語については西田龍雄 ｢リス語の研究｣『東南アジア研究』第5巻

第 3号 (1967年12月)を参照｡

13) /phy/の存在から */py,t)y,my/等も予想されるが,実際に私の調査ノー トに見る限り,そのよう
な例は見出すことが出来ない｡
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(1) CIC2-が /pf,phf,bv,mv,phy,ky/のいずれかである時は, -V1- あるいは -C3

が満たされることはない｡

(2) C1-が破擦音である時は,-C2-,-VIT,-C3 が満たされることはない.

(3) C1-が /五/の特は -V1-,-C2-,-C3 が満たされることはないO

(4) -C3 がソy;Ⅴ/の時は,⊥C2-,-V1-が満たされることはないo

一(5) 十VIV2ソ が /ue,uE/の特は,-C2-,-C3 が満たされることはな く, /ua/の特は,

-C2-が満たされることはない｡

(6) /-V2-/が /i/の時は -C2-,--C3 が満ブこされることはない1.

以下に各子音の対立例を示 しておくO

/■pa■veノ ≪ うすい≫

/Iba-veノ ≪からから≫

/lfalve./ ≪か くす≫

/■ta■veノ ≪置く≫

/Jda■ve./ ≪良い≫

/-1a-veノ ≪来る≫

/'ca■veノ ≪食べる≫

/Jjarve./ ≪非常に･.･だ≫

/'ya■veノ ≪まちがう≫

/■khalve./ ≪(魚を)取る≫

/l醸./ ≪魚≫

/'kha●ve./ ≪にがい≫

/?a]pi/ ≪アヒル≫

/lpf血/ ≪昆虫≫

/■bv山一veノ ≪書 く≫

/?5●phyd./ ≪色≫ -

/'tstH./ ≪市場≫

/ldzth./ ≪酒≫

/'kえt)./ ≪仕事≫

/■laksa●maノ≪大工≫

3-2) 音声学的記述 : これは,

/●pha'kG./ ≪脇腹≫

/'ma-ve./ ≪多い≫

/tva.ve./ ≪肥えている≫

/■tha■veノ ≪こぼす≫

/lnえーve./ ≪深い≫

/?a'rag./ ≪資本≫

ノ】chaノ ≪女性性器≫

/'菖alve./ ≪たやすい≫

/'kalve./ ≪寒い≫

/lga-veノ ≪助ける≫

/Lka-1と./ ≪通過証≫

/■ga-veノ ≪勝ちとる≫

/■ha■veノ ≪貧乏だ≫

/lphfth've./≪逆向ける≫

/rmv血./ ≪茸≫

/Jm圭一kya./ ≪眼鏡≫

/̀tsh血'veノ ≪洗 う≫

/'kay've./ ≪活発だ≫

/■kavlveノ ≪宣する≫

/'ailve./ ≪赤い≫ i

いわば,どのような過程を経て 3,のような結果に至ったか

という説明ともいえるであろう｡ ､

(i) 唇 子 音

/p/:常に無声無気の両唇閉鎖音 [p]であるo /'pa've./【pa･.22Ve:32]≪交換する≫,
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/lpuL/ [ptlWE:53]≪祭事≫｡

/ph/:/-V/,および /--f/においては常に無声出気の両 唇閉 鎖音 [p̀] である｡

/Jph血've./[p̀uI:55Ve:32]≪あお ぐ≫, /'phfth've./ [p̀中 755Ve:32]≪逆向ける≫｡

11 P̀ju:55]≪色≫｡

/b/:常に有声の両 唇閉鎖音【b]である｡/■b血■ve./[bul:llVe:32]≪沸騰する≫,/lb扉./

lbdwE:53]≪部屋≫,/Jbvdl■ve./[bv?llVe:32]≪書 く≫O

/m/:/-V/においては常に有声の両肩鼻音 [m]である｡/lmulノ [mu∴32]≪野性のイ

モ≫ o /mv/は常に ['叩]である｡/lmv竜./['TTl:11]≪茸≫｡

/f/:/-Ⅴ/においては 常に無声 の 唇歯摩擦昔 [f]であるO/LftH■ve./ [fur.22Ve:32]

≪送 る≫ C/PrtLI/および /ph-uI/においては lPf]である｡/】pf血Jve･/[pβfP:55Ve:32]

≪(剣を)帯びる≫,/75■phf血./rc1llP β̀fサ:53]≪植打 ち≫O

/v/:/-Ⅴ/においては有声の 唇歯摩擦音 [Ⅴ]である｡/'v血rve./lvu7 llVe:32]≪(ズ

､ボン等を)は く≫｡/b-uJ/においては [V]である｡/lbvthrve./[bv?llVe:3?J]≪書 く≫｡

～/m-uI/においてはゼロとなる｡/.mv血■mi./['rp:55mi:11]≪土地≫｡ 末尾子音, すな

わち,/V-/においては [5]ないしは [6]である｡/'kavlve./lkcl:ち 22Ve:32]≪宣す る≫｡

(2巨 歯 千 着

/t/:常に無声無気の歯裏閉鎖昔 [t]であるO/■t5've･/lt〇'･llVe:32]≪平 らだ≫,/Jtuer

mt叩./[tnwellm血:53】≪パイナ ップル≫O

/th/:常に無声出気の歯哀閉鎖音 [t̀]である｡/㌧hSlveノ [t̀○:55Ve:32]≪触れ る≫,

/'thuelve./lt̀血we:22Ve:32]≪ こする≫｡

/d/:常に有声の歯裏閉鎖音 [d]である｡′/■dS■veノ [do:55Ve:32]≪思 う≫｡

/n/:常に有声 の 歯裏鼻音 [n]であり, /-i/においても 口蓋化 されることはない｡

/lnS■ve./[no:155Ve･.32]≪ E]ざめる≫ ,/'ni'ma./lni:22mG･.32]≪心≫.

/ts/:常に無声無気の繭裏破擦音 [ts]である｡/'tstu./[tsv:32]≪市場≫｡

/tsh/:常に無声出気の歯裏破擦音 [ts̀]である｡/ltsh血■ve./lts̀中:55Ve:32]≪(布類を)

洗 う≫｡

/dz/:.常に有声の苗裏破擦音 [dz]であるC/-dzGi./ldz甲:11]≪酒≫｡

/1/:常に有声の歯嚢側音[1]である｡/1151ve./ll〇:55Ve:32]≪加える≫,/'lug've./llhwE:

55Ve:32]≪泳 ぐ≫｡

/r/:膏に有声の歯茎はじき音 [r]であり,ただ 1例だけが見出される｡/?a.ran/['G22

ra:32]≪資本≫｡

以上の歯子音における破擦音oj系列は,/-ul/(ド-当)以外には起 こらないという極めて

限定 された分布を成 しているために,/t,th,d/あるいは後述する /C,ch,j/の異形態 (allo-
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phones)ではないかという問題が出て くるが,いずれも /-Ⅶ/に現われるため,相補的分布

を成さず,やはり独立した音素として設定しなければならない｡下の例から明らかであろう｡

/●tsuI./≪市場≫ :/1cth./≪種類≫ :/-tlか/ ≪咲 く≫

/'tsh血-/≪洗う≫ :/lch血-/≪秀でる≫ :/-tha./≪森≫

/■dz血./ ≪酒≫ :/lj血-/≪たえる≫ :/ld血-/ ≪つぶや く≫

(3) 硬 口 蓋 子 音

/C/:常に無声無気の硬口蓋破擦音 [t菖]である｡/'ca■ve./ltgcL:55Ve･.32]≪食べる≫.

/ch/:常に無声出気の硬口蓋破擦音 [ts̀]である./Jcha./[ts̀Q:32】≪女性の生殖器≫｡

/j/:常に有声の硬口蓋破擦音 [dZ]である./-jgJve./ld2g:55Ve:32]≪とどまる≫｡

/a/:硬口蓋鼻音の [Jl]であるが,/-i/にのみ現われる｡/'ni-ve./lJli･.22Ve:32]≪赤

い≫｡極めて限定された分布を成すが, /一nり [ni:531≪二≫ のような例が存在する事実

から,/n/の異形態とみなすことは出来ない. /丘/は /i/以外の母音の前に立つことは

ないけれども,/-i/においては,/n,a/は対立し,相補的分布を成さないからである｡

/菖/:/-i,e,E,ue/においては, 無声の有溝 (grooved)硬口蓋摩擦音 lg]である｡

/胤./持i･.32】≪金≫, /J菖e./[蓋e:32]≪シラミ≫, /■菖EIve./[蓋e･.22Ve:32]/.邑u色.ve./

lSawe?55Ve:32]≪す ぐれている≫｡/-u,0,3/においては,無声の有溝のそり舌歯茎摩

擦音[!]である｡/一組./[!u:55]≪タバコ≫,/■菖oノ 【!o:32]≪鉄≫,/一生5./[!〇:53]≪か

ぎ≫./-ul/においては無声の歯茎摩擦音 [S]である｡/■su've./ls甲:22Ve:32】≪死ぬ≫｡

/-a/においては自由交替的に [s]あるいは [S】である./.菖a./[菖q:32]～[!Q:32]≪肉≫.

/y/:/-e,E,a,u,0,〇/においては有声の硬口蓋摩擦音 【j]である｡/Jy昌一ve./lje:ll

ve:32]≪ しっかりしている≫,/fyE./[jE:111 ≪衣≫,/'yalveノ 【ja? llVe:321≪まちが

う≫,/1yL've./lju:llVe:32]≪取る≫,/.ya./[jo:11]≪はい (Yes)≫,/.yS./lj〇: 53]

≪(第Ⅲ人称代名詞)≫o/-i/においては有声 の歯茎硬口蓋摩擦音 【5]である｡/●yid

ts由一ve･/[5王:33tSV:55Ve:32]≪印を押す≫o/-u/においては有声の歯茎摩擦音 [Z]で

ある./'ytn/lzv:111≪オオムギ≫｡/ph,k-/においては前の子音 /ph,k/を口蓋化す

るO/?5●phyd./ ['〇 llp̀5u:551≪色≫,/▲mglky6./lme?55kjol.11]≪眼鏡≫O末尾子音と

して, すなわち /V-/においては [巨】ないしは le]である｡ /Jk孟y一ve./【kq:否 11Ve1.

32]～[kcL:言 11Ve:32]≪活発だ≫O

以上の硬口蓋子音において /C,ch,j/は音声学的には 【t畠,tg̀,d2]という破擦音であるが

全体の分布状況からみて,これらは音素論的には閉鎖音の系列に入るとみるべきものである｡

下のような分布関係を考えると,硬口蓋音に出来たすき間("-")が,これら3個の音素によっ

て占められることにより,均整のとれた音素分布を設定することが出来るからである｡
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k

kh

g

n 五 t]/

(4) 軟 口 蓋 子 音

/k/:/-V/においては無声無気の軟口蓋閉鎖音であるが,後続する母音によって調音

位置がわずかに前後する｡/'k吋ve･/[軒 55Ve:32]≪張っている≫,/̀kG.ve./lku:llVe‥

32]≪まね く≫｡/-y/においては口蓋化された [kj]である｡/JmgTky6/lmE755kjo:11]

≪眼鏡≫O末尾子音として, すなわち /V-/においては,破裂を伴わない軟口蓋閉鎖音

[kロ]である｡/■kaksa■maノ [lGk□ 33SG 33mq:32コ≪大工≫｡

/kh/:摩擦音 [Ⅹ]を伴った無声出気の軟口蓋閉鎖音で,[kx]で表わされ得る破擦音と

言えるであろうo 後続する母音によって, 棒 Ⅹ̀]から lFG]の問で多少とも調音位置が

前後するO/'khi仙 ･/[棋 i:lltu?11]≪ レプラ≫,/■kho･/lk̀Ⅹo:321≪庭≫O

/g/:常に有声の軟口蓋摩擦音 [苫]であるが,後続する母音により,調音位置がわずか

に前後する｡/Jga-ve./lgG‥55Ve‥32]≪欲する≫,/rgulve./[iu:22Ve:321≪直す≫｡

/り/:/-V/においては常に軟口蓋鼻音 [り]であるO/暮r)a./[耶:53]≪魚≫｡末尾子音

としてほ,すなわち /V-/においては,前行する母音を鼻音化するが, それ自身として

は,積極的に音素としての性格を有 しない｡/rkau./ [ka:55]≪仕事≫O

軟口蓋子音の /k,kh,g/は音声学的には,それぞれ [k,k̀Ⅹ,幻 であるが, (3)の硬口蓋子

音について述べたと同様の音素分布の均整という理由で,これらを閉鎖音の系列に入れるべき

である｡以下の各音素についても同株である｡

(5) 後部軟口蓋子音

/k/:常に摩擦音 [可 を伴 った無声無気の後部軟口蓋破擦音 [q可 であるO /'kay-ve./

lqp.･6 22Ve:32]≪行 く≫｡

/kh/:常に摩擦音 [可 を有する無声出気の後部軟口蓋破擦音 [q̀可 である./'kha-ve･/

[q写G:55Ve二32]≪にがい≫｡

/蛋/:常に有声の後部軟口蓋閉鎖音 [G]であるが, 自由交番的に [R】になることがあ

る｡/'ga./lGQ:53]～[Rq:53]≪オオムギ≫｡

(6) 声 門 子 音

/?/:/L V/においては,声門閉鎖音 [?I;/'rv/においては, 声門の 緊張 (glottal

constriction)['];/-Ⅴ/においてはゼロである｡ /I?tH-ve./[?u:22Ve:32】≪大きい≫,

/.?〇●mE./['〇:mE:32]≪名前≫,/?a菖u./lc133!u:32】≪誰 ?≫O

/h/:常に無声の声門摩擦音 [h]である./Jha■ve./lhcL:22Ve:32]≪貧 しい≫｡
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4. 母 音

右図のごと く9個の母音が対立す る｡各

母音 は, 舌 の高 さ (高,中,低), 舌の高

まる位 置 (前,中,輿)および唇の形 (平 ､

冒,門口)によって 定義づ けられ る｡14)前

二 - ＼＼＼＼唇お面uLl

位置

さ尚 ＼ ｢
中 一

低

前
｢⊥

平

∴
I

e

中

]
平

.
主

u

声 等 n

輿

円

u

0

C

舌母雷,目｣舌母音,奥舌母音共に,高 ･中 ･

･低の三?にわたって 対立す るが, 前古, 中古は すべて平 日, 奥舌はすべて円口である｡15')

/i/は極めて低い頻度の音素であ り,元来は /i/であったものの多 くが現在では /u/に変化

して しまっているのではないかと考えられ る, /i/の /uI/への同化は今で もその準程が続い

てお り, やがては /i/:/Ⅶ/の区別が な くなるのでは なかろ うか ｡16'しか し, この /i/.は,

頻度 も嘩 く, したが って機能皮 も低い (low function)ものではあるが,借用語ではない基本

的な語嚢 に琴われ, その点子音 における /r/とは異な り, やは り言語 の音素体系の一部を占

めるものとみなぎれ るべ きである｡

4-1) 母音 の分布 '. 次のよ うな分布上の限定があるd

(1) CIC2-･1が /pf,phf.bv,mv/のいずれかである時は, -V1-,-C3 が満キされ ることは

な く,-V2-は必ず /uJ/で ある..

(2) -V1-は必ず /u/であ り,その際は -V2-は必ず /e,早,a/の いずれかであり,-C2-が

満たされ ることはないq音節主音 はr/e,E,a/であるO,L

(3) C1-が破擦音 の時は,TV1-が満たされ ることはな く,-V2-､は必ず /tu/である｡

(4) CIC2-が /p血y,ky/の特は -V1- が満た され ることはない｡

(5) C1-が /a-/の特は -V1-が満たされることはな く,-V2-は必ず h/であるo

(6) -C3 が /y/の特は,-V1-が満たされることはな く,-V2-は必ず /a,o/のいずれか

である｡

(7) -C3が /v/の特は,-V1-が満たされ ることはな く,-V2-は必ず /a/である.A

以下に母音 の対立例を提出す るo以上 にのべた限定は‥般的なものであるが,実際に個 々の

例 としてどのよ うな形が存在す るか,あるいは存在 しないかとい う点 については,次に提す る

韻母表を参照すれ堪ある程度助けとなるだろう｡17)

14) 唇の広さということも母音の定義づけに関係して くるが,これは舌の高さと平行するため,いずれか

一方を取り上げるだけで充分である｡すなわち,舌の高さが高いほど唇の広さはせまく甘り,低 くなる
ほど後者は広 くなるOしたがって,いずれか一方を述べれば,残りの一方は自動的に判明するのである0

15) 手こで言う母音の定義は音素分布子年おける互いの-リアイから見たそれであって,r音声学的な事実に
もとづいたものではないことを断わっておく｡

16) この推定を支える根拠め÷つは,Ⅲ葺において述べるであろう｡

17) この表以外の例が出てくる可嘩性が全然ないとは言えないが,その可能性は極めて少ないと言えよう｡
また,ラフ･ナ語の音節衰をも作ってあるが,これについては,また追加すべき形が出てくる可能性が

あるので,現段階では発表をひかえる.
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/'phi●ba●ve./≪ふ りまわレ切る≫ /lphe've./ ≪ツバを吐 く≫

/-phg've./ ≪放つ≫

/■pĥI./ ≪犬≫

/tphu./ ≪銀≫

/■ph〇■ve./ ≪開 く≫

/'thu芭■ve./ ≪ こする≫

韻 母 表

中核母音

-i-

-e-

-E-

1Z

末尾子音

-1u1-

-CL-

-u一

一〇一

一〇-

-ue一

一uE-

-UCL-

ロ

e

lt)
α

ゼ

･

T

T

T
･

T

u

?

u
一〇

?

u

u

u

L

一

一

一
L

/Jpharce./ ≪タオル≫

/■ph血■veノ ≪あお ぐ≫

/'phbJve./ ≪ふ くらむ≫

/■pug./ ≪祭事≫

/?arkhu五g./ ≪許可≫

?

.1-

印

と-

F

o-

諾

叩

一

l

I

1

一

一

[

~y

y

)

叫

･1,､
./..＼

-Ⅴ -k

4-2) 音声学的記述 :

(i) 前 舌 母 音

/i/I.平口高舌 (狭口)母音 [i]であるが, /-ロ/においては 【i]であるo/損気音-/

においては,わずかに無声化 して [ii]である｡/■pT■veノ [pi:55Ve:32]≪与える≫,/■ki廿

ve./lki:22Ve:32]≪張っている≫,/■th王've./[t'ii･.llVe:32]≪ふみつぶす≫

/e/‥平日中高舌 (半開)母音 [e]であるが,/-り/においては [6]で率る｡/rte've･/

[te:22Ve:32]≪する≫,/'veg./lv～e:531≪町≫0第V声調 (r/)および第Ⅵ声調 (/ノ/)

を有する音節において,その音節が第 Ⅰ強勢を有する時は,わずかに二重母音化 して [ei]

となる｡ノ㌧heveノ [t̀ei755Ve:32]≪ける≫ ｡/u-/においては,渡 り音 [W]が現われ,

またわずかに前寄 りに狭 くなる｡/Jthu芭■ve･/lt'nw9llVe-A32]≪こする≫｡

/E/･.平rlの低舌 (広11)母音 [E]である｡ /■tEJve･/ltE:22Ve:32]≪たたむ≫ O /-り/

においては,[g]である｡/rc芭ひ/[t髭:lL]≪たいこ≫ O/u-/においては, 渡 り音 tw]

が現われ,わずかに広 くなる.rlug■ve./[1nw亨:55Ve･32]≪泳 ぐ≫

(2) ｢[1 舌 母 音

/i/:平 口の高舌 (狭 日)母音 /i/である｡/出気音-/においては,わずかに無声化 し

て 臣]である｡また第 Ⅰ強勢を有する音節においては,わずかに二重母音化 して 巨i]で
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ある｡/̀ki./[k主i:32]≪寝床≫,/1pĥt./lp̀亭主l:53】≪犬≫.

/u/:平口高舌 (狭口)奥舌母音であるが,標準母音の 【tLI]よりはやや低 く,中よりで

ある｡この点を考慮に入れて, 4.におけるような音素論的配分を設定 したのである｡/I

口/においては [血]であるO/pf,phf-/では [学～廿]であるoまた /bv,mv-/ではゼ

ロである./破擦音-/では [tH～g]であるo /lptdve./lpuI･.22Ve:32]≪送る≫,/■1ad

ve./【11五:55Ve:32]≪忘れる≫, /'phf血./lp̀βf苧:53]≪昆虫≫, /̀tsh血Ive./[ts't?:55Ve:

32]≪洗 う≫,/'bvdllve./lbv7 1】Ve･.32]≪書 く≫,/一mv血./['rp:11】≪茸≫o

/a/:平 口低舌 (広口)母音 [a]であるo/-t]/においては [a],/u-/においては,渡

り者が現われて [wa]となる｡ /'pa●ve./lpa:55Ve:32] ≪ うすい≫,/'paて)■tay./[p白:55

ta:さ 53]≪ ウサギ≫,/】kuar)rve./lkawa･.55Ve:53]≪統治す る≫｡

(3) 奥 舌 母 音

/u/:円口高舌 (狭口)母音 [u]であり,/-I)/においては [6]であるo/'tB've./ltu･.

55Ve:32]≪ちかう≫,/●thut)./ltも･.32]≪マナーオ≫O

/o/:円口中舌 (半開) 母音 [o]であり, /一℃/では [6],また算Ⅴ声調あるいは第Ⅵ

声調を有する音節において,その音節が第 Ⅰ強勢を伴 う場合は,わずかに二重母音化 して

lou] となる./'p61ve./[po:llVe･.321≪飛ぶ≫,/-p6dve./[p5:llVe:32]≪にげる≫,

/Jp6.ve./lpou?55Ve:32]≪爆発する≫.

/〇/:円口低舌 (広口)母音 【〇】であり,/-q/では 【5]であるO/'t5./[t〇711] ≪吸

血 コウモ リ≫,/●th〇g./lt̀3-:32]≪かんごく≫ ｡18)

5. 声 調 類

1個の音節は必ず 1個の声調を有するのであるが,実際の言語において,かぶせ音素を除い

た単なる音節だけが発せ られることがあり得ない以上,音節の声調 もかぶせ音素との関係にお

いていろいろと変化 し,ある場合には,声調の対立がな くなる (neutralized)こともある｡い

ろいろな環境における声調を 1個ずつ取 り上げたのでは記述を複雑にするだけであるから,ま

ず,1個の音節が独立 して発せ られる場合,すなわち, 第 Ⅰ強勢を伴い節連結 (/-ノ)を有する

18) これら9個の母音を音声学的特徴によって配列すると右図のようになるであろ

う./uI/を /e/-/o/の線上に置くことにより,均整ある分布を設定出来るO

19) /●-ノと言う節輪郭を伴うことは,その音節が節であることを意味するが,た

だ1個の音節であっても,節として現われてさしつかえない｡節であるかどうか

594

CL
は音節の数で決まるのではなく,節連結により後続され,それとそれに直前する

音節の強勢との組合せである節輪郭を有しているかどうかで決まるのであるO 例えば /?a●畠u■革ayle./

≪誰が行くか?≫に対する返答 /●yS./≪彼 (が行く)≫ はただ1個の音節であるが,/-./という節連

結を有し,/｣･/という節輪郭を伴うから節である｡ 同じ音節でも, /.yS●垣ayve■1a･/≪彼が行くの

か?≫においては,/(スペース)/という句連結を有し,/I-/という句輪郭を伴うから,これは句である｡
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場合(言いかえれば終止型節輪郭を有する場合)の声調を基本的なものとして記 し,ついでそれ

らが他の環境においては (他のかぶせ音素と共に起 こる場合には)どのように変化するかとい

うように論を進める｡19)以上の 基本的な場合 (/｣ ノ)においては,次の6個の 声調が対立する｡

Ⅰ.中平型 [32-331]-----ソ(無記号)/で表わす｡

Ⅲ.低平型 [11-111]----･-r/で表わすO

Ⅲ.高平型 [55]･-･----･--/I/で表わす｡

Ⅳ.高降型 [53-54]-----ノ〈/で表わす｡

V.低止型 [117ト ---/､/で表わす｡

Ⅵ.高止型 [557-547-5571]---/′/で表わす｡

以上の声調類の中で,Ⅰ,II,Ⅲ,Ⅳは長 く,V,Ⅵは短い｡ 前 4着においては,それぞれ,

｢中 ･平｣,｢低 ･平｣,｢高 ･平｣,｢高 ･降｣を弁別的特徴 (distinctivefeatures)とし,後 2者

においては ｢低 ･止｣,｢高 ･止｣を弁別的特徴とする｡｢長いこと｣は Ⅰ,Ⅲ,II,Ⅳの,｢短

いこと｣はV,Ⅵの,自動的特徴 (automaticfeatures)とする｡20)

5-1) 声調類の分布 :声調類 V,Ⅵは -C｡の満たされた音節 (末尾子音を有する音節)に

は起 こらないという点以外には,一般的な分布上の限定はない｡以下に対立例を示す｡

rna./lm:331]

/lla./[1G:1111

/■na./[nu:55]

/'la./[1cl:53-541]

/lla./lln?11]

/Ln畠./lncL?55]

≪聞け≫

≪茶≫

≪深い≫

<≪トラ≫

≪手≫

≪黒い≫

5-2) 音声学的記述 :

(1) /(無記号)/:i)/'-./においては,中ごろから出発,終 りに弱まりながら少 し下がり気

味となる｡音節は [41の長さを有する｡[331W4]｡21'/■phuノ[p̀u:331W41≪銀≫｡ii)/｣ !/では,

やや低目から出発,中ごろで高まってその高さが維持されるが,終 りに弱まる｡音節は [5]の

良さを有する｡[23†W5]｡/lda:yPl!ldG?Il竺 ー39b ]_≪良いなあ !≫｡ iii)/i;/では,中ご

ろから出発,徐々に弱まるが,下がりは伴わない｡音節は [3]の長さを有するol33W3]./-da■

20) "∫"はそれを伴う声調が非弁別的な (nondistinctive)下がりを伴うことを表わす｡ 例えば,[331]
は中平型であり,終りに向かってわずかに下がるが [32]で表わすほどその下がりが著しくないことを
示す｡

21) "W"は ｢弱まりを｣,"J"は ｢下がり｣を,｢†｣は ｢上がり｣を,最後の数字は音節の長さを,そ
れぞれ表わす｡また,問題となる個所に対してのみ,これらの記号を用いた詳しい記述を行ない,他の
個所については,簡略に書き表わしておく｡なお,声調類,かぶせ音素に関しては,録音した自由会話
をインフォーマントの助けを得て表記したものをもとにしたのである.
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竺旦 lDかdSlve･/【da?11竺二軍竺軍耶:】ld〇:55Ve:331･W4]≪良いと,私は思 うi≫oiv)/l-,/では,

申ごろから出発,終 りに弱まるが下がりは伴わない｡音節は [4]の長さを有 し,休止 日口 が

伴 う.[33W4旧./C孟■旦1 'kayve■1a･/lth ll､･吐 _墾竺dlqxa:さ33･.Ve331q:53]≪チャロー,(君は)

行 くか ?≫ Ⅴ)/I-/および /I-S/においては,単 なる中平型で弱まりあるいは下がりを伴

わない｡音節は [3]の長さを有 し,前者においては,休止 [,]を伴 う.[33･3]～【33･3r]/車__b

'kayve■la･/[tgcLll､lP:_93･_3｣qxq:芭33Ve331q:53]≪チャロ-は行 くか ?≫｡/ciiLDila./[t菖Qll

!?Ljr31 1q:531≪チャローか ?≫ovi)/rJs･/において /'S./が第 Ⅰ声調の時は,【22]であり,

下がりあるいは弱まりを伴わない｡音節は [3-2]の長さを有する｡/cal1〇'By lve･/lt菖qlll〇:

33･3LqJnifを__3PVe:33Jw4]≪チャロ～は行 く≫｡vii)/-/および /-S/においては,/S/が第

I,班,､Ⅳ,Ⅵ声調類を有する時は,単なる低平型 【11]であり,音節は[1]の長さを有する｡

前者においてほ休止日 ]を伴 うol11･1I]～[11･1]その他の場合は中平調 [33]である./里型1319

I.kay've･/[些｣』 1〇:3313､虹 型 Iqxa:さ22Ve:331W4]≪チャロー (の所)-行 く≫O

(2) /〉/:i)/｣･/では,低い点より出発,終 りに弱き りながら下がり気味となる｡音節は

[4]の長さを有する｡Ll111W4]｡/-y6･/[jo:111W41≪はい(yes)≫｡ii)/J-!/で昼,低より出発,

中ごろで中程度まで上がり, そのままの高さを保つが, 次第に弱まる｡音節は [5]の長さを

有する｡【13W5]./'da'javery_旦l乙[dn?lld2q:55Vell担｣堅守】≪たいへん良いなあ !≫ iii)/｣;/

では,低い点より出発,徐々に弱まるが下がりは伴わない｡音節は [3コの長さを有する｡ [11

W3]./-daveii;髄 -dStve･/lda?llVe33垂｣聖 卯:lld〇:55Ve:331W41≪良いと, 私は思

う≫ .iv)/J-,/では,低より出発,徐々に弱まるが,下がりは伴わない｡音節は [4]の長さ

を有 し,休止 [旧 が現われる｡[11W4H]./'catG唾 ,'d5tamaFc5･/[th:55tullZmG55

墜と｣壬聖』d〇:lltulllmQ55t邑〇:11Jw4】≪食べ物もないし,飲み物もない≫｡V)/｣ /およ

び /LS/では,単なる低平調で 弱まりや下がりは伴わない｡音 節 は 【3]の 長 さ を有 し,

前 者 に お い て は, 休止 [E]が現われる｡ [11･3f],[11･3]｡/一頭 里 ve･/[耶:11･31垂 l lj

ve:133Jw41≪私は飲む≫｡寸i)/rs/では, 単光 る低平調で,音節は [2]の長さを有する｡

[11･2]ソJmv血.Pを■ya./,[?TilL:55些 ･11:_2_jQて53]≪土地 の人間≫｡vii)/-/および /一S/において

は単なる低平調で,前者においてほ休止 [Ⅰ]が現われる｡ 音節は [1]の長さを有する｡[11･

･],[11･1I]｡/lcatもma'C5･/冊 α‥55吐亘⊥imcL55蛸〇:111W4】≪食べ物が ない≫, /'ca些ve

y6'ce/ [憎a:55担｣LIVe33jofll･1tie:53]≪食べるとのことだよ≫.

(3) /-/:i)/I-./〈では,高平調で終 りに徐々に弱まる｡音節は [4]の 長芋を有する.

[55･W4]｡/■kau./lka:55･W41≪仕事≫｡ii)/.-!/では高平調で,終 りにわずかに高めを伴 うこと

がある｡音節は [5]の長さを有する｡[55†5]｡/'hiV [hi:55†5]≪八 ?!≫.iii)/i;/では,

高平調で,終 りに徐々に弱まる｡音 節は [3]の長さを有するム 【55･Wl3]./旦 J中 一d5've.Ilbi:

55W･3UQ:lld｡:55've:331W4]≪八だと,私は思 う≫｡iv)/｣ ,/では, 高平調で,音節は [4]
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の長さを有 し,休止[吊 が現われるO [55･4H] ｡/rchirthapa-t3'1巨,一頭 ma■kaytgalve./ltS̀i:

33t̀G7llpGllt〇:331阜_:_55･4｣座 '･llImG55qXn･巨33即 :55Ve:33Jw･4]≪これゆえに,私は行

きた くないのだ≫｡Ⅴ)/■-/および /--S/においては高さF･調であるが弱まりを伴わない｡音

節は [3】の長さを有 し,前者 におい｣てほ休止 【1]が現われる｡ [55･3],[55･3日O/坦 khErla･/

[hi:55･3k̀Ⅹ∈:3310:53]≪八頭か ?≫,/'yS 髄 ?a:璽 Z?ulVely61/[j〇:55【耶:llall牢E:i_5_._3｣

の長さを有するo[55･2]. /?a.yElyE･/[cl11尭:___5_5･2jE:55,W ･Lt]≪ゆっくりと≫ ｡ vii)/-/および

/-S/においては高平調で,音節は [1] の長さを有す る｡前者においては休止 [口 が現われ

る [55･1],[55･11]｡/?arphg./【cI5511P̀e:55･4]≪キュウ))≫O

(4) /守:i)/し ./では,高降譜で終 りに弱まりを伴 う｡音節は [4]の長さを有する｡[53

wl4].I/ca'thS./ [t甑 11t̀〇:53W14]≪チャ トー(人名)≫ ｡ii)/'-!/においては,高降調である

が巾ごろに上がり調を伴 う｡音節は [5]の長さを有するO[5†3･5]./■kayve_旦 ソ [qxG･さ33Ve

331g二5_13･至]≪行 くのか≫ ｡iii)/J-;/では,高より出発,終 りに徐々に弱まる｡下がり調を伴

うが, i),ii)におけるほど若 しくはな く,[55J]あるいは [541で表わす ことが出来る｡ 音節

は [3] の長さを有する｡ [54-551W ･3]｡ /C昌:ー些_;rl]芸Fd5've./ lt菖qlリ lo_:__阜吐聖 即:1日 dっ:55

ve:32]≪チャトーだと,私は思 う≫ ｡iv)/I-,/では,はっきりとした下がり調で,休止 [り]を

伴 う,音節は [4] の長さを有す るo[53･411]o/C差_'Lh_5,-kayvella･/[t菖Qll壁 旦上Iqxd･巨33Ve

33lu二53lW･4]≪チャトー,(君は)一行きたいか ?≫ ｡Ⅴ)/し/および /■-S/においては,高平

調で音節は [3] の長さを有する｡前者においては,休止 日]を伴な う｡[55･3],[55･3H｡/C孟

Jt_h_?.室ay■gave-la./lth llt̀｡‥_旦 リqxa･さ33即:5513Ve331G‥̀53･]≪チャ トーは行きたかっ

ているか ?≫ ovi) /.-S/においては高乎調で音節は [2]の良さを有する｡ 【55･2]｡/■nG.76.

vete'khE･/ lnu‥551'p･5至･2Ve･33･2te55･1k̀ⅩE‥32]≪あの 1豆白のウシ≫ ｡vii) /⊥/および /-S/

においてほ,高年･調で音節は [1]の長さを有 し,前者においては休止 [†]が現われる｡[5511],

[55･lr]./蝉 khEl1a./ lt9_551!k̀ⅩE‥3310:53]≪ 1頭か ?≫｡

(5)/､/:i)/L ./,/｣ !/,/｣ ;/,/L s/'/｣ ,/,/--/においてば強い声門閉鎖音を伴った

低平調 [11?] である｡ 後 2者では, それぞれ, 休止 [H],[口 が現われる｡22' /_C早lf_a

.y針kay've･/[t菖qllfQ?ll IjG?_1_iqXG･さ22Ve:331]≪チャファッほ下 って行 く≫ ｡ ii)/.-S/

では弱い声門緊張を伴 った低平調 [11']である｡ /Fchi.ve.lh_a_pa't3.y6･/ lt菖̀i:33Ve33t'"a?ll

PCL33t〇:33jo:1111≪ このため(なの)だよ≫ o iii)/-/,/-S/においては甲なる短い低平調

[111である./161?eve●Ia･/ [loTWJp_1?e:33Ve331a‥53]≪はいるか ?≫｡

(6) /′/‥i)/i _/,/L V,/■-;/,/i ,/,/■-/においてbfiJ-Ttl:門閉鎖を伴 った 高平調 [557]

22) 第Ⅴおよび第Ⅵ声調においては,音節の長さは常に短いから,特に記述の対象とする必要はない｡
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であり,後 2者においては,それぞれ休止 [rr],[r]が現われる｡/ca二重 二重 二些veLla･/ltScL

llVCL?55Ina755rb〇755Velllq･.53]≪チャヴァッは鉄砲をうつか ?≫ o ii)/'J も/において

は,わずかな下がり渦を伴った [55?J] である｡/B 'tha-b5vel1急./li91Btt̀a?llIb〇?55Ve

lllq:53】≪ネズ ミをうつか ?≫ o iii)/.-S/では声門緊張を伴った高平調 [55'】である｡/座 '_

b益rve･/匹qi5bQ.IllVe:3311≪(槍などを)つき出す≫ ｡iv)/-/,/-S/では,単なる高乎調

[55]である./壁?e■ve･/[生一竺 ?e:22Ve:331]≪登る≫ ｡V)/岳'-/,/豆r /,/S--/においては,

中平謁となり,強勢にしたがって,声門閉鎖,声門緊張を伴 うか,あるいはどちらも伴わない｡

/l?i旦 /Pi:55kig三選]≪水≫｡

5-3) 声調類の対立について :以上の記述からもわかるごとく,六つの声調類のすべてがす

べての環境において常に対立するとは限らない｡ある環境においては,ある声調類は対立しな

くなる｡どの環境において,どの声調類が対立し,またどの声認類が対立 しなくなるかという

関係をまとめると下記のようになる｡

(1) /I-/,/I-!/,/J-;/,/｣ ,/においては 6個の声調類のすべてが対立する｡

(2) /一一/,/Ls/,/sL/,/rs/,においては第Ⅲ芦謁類と第Ⅳ声調類とは対立 しない｡ 前

三つの環境では [55･3-55可 Jであり,後者では [55･2】 である｡

(3) /-/,/-S/,/--S/,/--S/,/一点/においては, 欝 I,II,V声調類は共に 【11･1-11･11]

で対立せず,第臥 Ⅳ,Ⅵ声調類は共に 【55･1-55･111で対立 しない｡

(4) /一差/および /-主/においては, 第Ⅲ, V声調類は共に [11･1]で対立せず, 第Ⅲ,

Ⅳ,Ⅵ声調類は共に 【55･1]で対立しない｡

(5) /-S-/においては,第 Ⅰ,II,V声調類は共に [11･1]で対立せず, 第IL Ⅳ声調類は

共に 【55･1]で対立しない｡

これらを表記するには,ラフ ･ナ語では声調類の変化は音素論的に自動的に判明するから,

対立のなくなる環境においても,対立する場合と同じ表記を行なってさしつかえない｡例えば,

/LS/においては,/̀15've./≪加える≫ における/'15-/の声謁と /■15pa/≪月≫における/●15

ソの声調とは共に 【55･3]であって対立 しない｡ しかし,/■15イ が /-15ソ と同じ 【55･3]にな

るということは,/J-S/という環境から判明することであるから,これら二つの音節は元通り

に,/'15-/および /115-/と表記 してよいということである｡23)

Ⅲ 他の分析/記述方法について

数通 りの正しい分析/記述方法が可能になるのは,えてして,分布の限定された音素におい

てである｡そこで, Ⅰ章において設定した音素の中で,分布限定度の高い音素を選ぶと,次の

23) これら音素論的表記の再定義は, 後の機会に形態音素論 (morpbopbonology)においてより詳しく
述べるであろう｡
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よ うなものがあげられ るであろう｡24)

/pftu,phfu,bvu,mvtn/,/tsuI,tShtn,dztu//ue,uE,ua/,/､,ノ/

これ らの音素について, Ⅰ章に示 した以外 の処理方法について順を追 って以下 に記す ること

にす る｡

1. /pftu,phfuJ,bvuI,mVtu/lpβfせ,p̀βf早,by, Frp]

これ らの音素を,音声学的により忠実に解 して,/f,Ⅴ,m/を音節子音 (syllabicconsonants)

とし,/pf,phf,bv,7m/で表記す る｡ これにより,/-u/にしか立たないとい う限定 された

分布の音素結合を除 くことが出来 るであろう｡ しか し,そのかわ りに,/p,ph-/にしか立た

ない /f/,/b-/にしか立たない /v/,/?-/にしか立たない /m/という限 られた音節子音を

設定 しなければな らないだろ う｡ また ['rp]を /mv/と解すれば, 音節子音 として現われ得

るのは /f,Ⅴ/のいずれかであり,前者は /p,ph/のいずれかとのみ,また後者は /b,m/の

いずれかとのみ,それぞれ,結合するとい う,かなり均整のとれた分布 になるだろ う｡ これに

よれば,/∫/は初頭子音および /p,ph-/における音節子音 として,/v/は初頭子音,/b,m

-/における音節子音,末尾子音 として,それぞれ,現われることになる｡また ['叩]を /7m/

と解すれば, /v/は /b-/においてのみ, /m/は /7-/ においてのみ音節子音たり得 ると

い うことになる｡ しか し,いずれにして も,以上の立場 に立てば, Ⅰ章 に設定 した以外の音節

構造を立てなければな らな くなる｡/pf,phf,bv,mv/あるいは /pf,phf,bv,7m/とい う構

造 の音節が出来,これは音声学的にはより忠実であ り,ある目的のためには,このほうが都合

がよいか もしれない｡25) しか し,本稿では,音節構造を二通 り設定す ることをさけて, Ⅰ章に

おけるような解釈を下 した｡

2. /tstu,tshtu,dztu/[tst?,ts̀中,dzv]
これ らに関 しては,根本的には 1.と同じ考えに立 ち,/ts,ths,dz/と解 し,/S,Z/を音節

子音 とす るのである.ただ し,このためには, 硬口蓋子音の /i,y/を設定せず,そのかわ り,

/S,Z/を立てなければな らない｡ さらに /Vy/を /Vz/あるいは /Vi/に,/CyV/を /CzV/

あるいは /CiV/としなければな らな くなるだろう｡ 結果としては,破擦音は存在 しないこと

になる｡ これを1.と総合すれば, 音節子音 として現われ得 る音素は /∫,Ⅴ,S,Z/となり,ノf/

は /p,ph/のいずれかと,/v/は /b,m/のいずれかと, ./S/は /t,th/のいずれかと,そ

して /Z/は /d/とのみ,結合す ることになる｡また 【'rp]を /7m/と解すれば,/v/は /b/

24) 以下にあげる以外の音素についてももちろん他の処理方法は可能なのであるが,ここでは,他の処理
法が可能であることの最も著しい点のみを取り上げたのである｡

25) 比較言語学的研究,対照言語学的研究 (contrastivelinguistics)等においてである｡例えば,アカ
語には ['m,血]といった形があり,これは /7m,hm/と解せられるが, ラフ･ナ語と比校する場合,I I

アカ語/?rh/ ['rp:11]≪空≫とラフ･ナ語/mvtiI/ ['m:53]≪空≫とを比較するよりも,ラフ･ナ語の6

['m:53]を/7品/として比較をしたほうが便利であるかもしれ机 ､o これにより/7m/という形は両者l

とも同じであり,声調類 /守:/〈/のみを比較すればよいこLJ=なるからであるO
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とのみ,/m/は /7/とのみ結合する音節子音として現われる｡ これらのうち,/i,S/は初東

子音としても現われ,/V,Z/は初頭子音のほかに末尾子音としても現われることになる｡さら

に /Z/は初頭子音結合の第 2要素としても現われる｡ただしこれは,/CzV/および/-Vz/を

設定 した場合のみであって, もL/CiV/および /-Vi/を立てれば, /V,Z/も他の子音と同

様に,初頭子音および音節子音としてのみ現われることになる｡2.は1.と同じ解釈にもとづ く

ものであり,いずれも音節構造を二通り設定 しなければならな くなるため,本稿では Ⅰ章のよ

うな解釈を取 り,/ts,tsh,dz/という一つのまとまった破擦子音音素を設定し,これらおよび

/pf,phf,bv,mv/という子音結合は /-uI/にのみ現われるという限定をっけたのである0

3./ue,uE,ua/[dwe,血we,dwcl]

これらを /ve,vE,Va/と解する｡これらについては,いずれの方法を取っても大差ないであ

ろうが, Ⅰ章に おいては, 【凸Ⅴ]における 【可 を初頭子音結合の第 2要素 /v/と解すれば,

これは子音 となり, どの母音にでも先行し得るはずであるが,実際は前古母音の /a,8/およ

び中吉母音の /a/としか結合 しないという点を考えに入れて,これらの lB]を母音 /u/と解

したのである｡もし, Ⅰ章における方法を取らずに 1, 2,および 3における方法をすべて取

ったとしたら,これらの音素の分布は次のようになるであろう｡/f,Ⅴ,S,Z/はすべて初頭子

音 として現われるほかに,音節子音としても現われ得 るが,/f/は /p,ph/のみと, /v/は

/b,m/のみと,/S/は /t,th/のみと,/Z/は /d/のみと結合する｡さらに /v/は,初頭

子音結合の第 2要素として /C-e,e,a/に, および末尾子音 として /V-/に現われる｡/Z/

も同様に初頭子音結合の第 2要素として /C-Ⅴ/に,また末尾子音として /V-/に現われる｡

ただし,これは ['rp]を /mv/と解 し,[CjV]を /CzV/と解 し,また [V6-v5]を /Vv/

と解 し,[Ⅴ芭]を /Vz/と解 した場合の話であるD I葦の方法から, 1, 2, 3の方法を総合

した方法にいたる間の中間的な方法をとることも考えられるo例えば,/-u/にしか立たない

独立 した破擦音を認めるが,1.の方法をとり,/S,Z/を音節子音として 現われ得る音素と解

するなどである｡それぞれの目的なり必要に応 じてどの方法をどの程度までとるかにより,言

語の音素体系も変わって くるであろうが,記述を統一させておく限り,一つの方法を別の方法

にとりかえることは,大 して困難なことではないだろう｡

4./､,′/[117,55?]

これら二つの声調類は末尾子音を有する音節には起 こらないという点で限定された分布を成

すOそこで,[117]および 【557]における 【71を末尾子音 /-?/と解 して, 残 った [111およ

び [55]を,それぞれ, 第Ⅲ声調 /〉/および第Ⅲ声調 /-/にまとめてしまい,[117】を r?/

と,また [557コを /~?/とする方法である｡これは,音声学的事実により忠実であり,しかも

声調類を二つ減 らすことが出来るという利点がある｡しかし,/′/は /-S--/においては [55?]

から [337]に変化するから, もし /′/を /~?/とすれば,第Ⅲ声調の中で 末尾子音 /-?/杏
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有する音節に起 こるものが,/■喜一/に現われた際には,その声調は [3371になるというrj一己述を

しなければならな くなるo この点で,一つの声調類の一部のものだけがある環境 において変化

す るとい うことわ りをっけるよりも, [55?] を独立 した一つの声調類 /ソ として設定 し, この

声調類が /--S-/ に立つ時は,音声学的には 【337]であるとしたほうがより能率的に記述す る

ことが出来 るoまた, [ 55?] を /′/ と解 した以上は,[1171を も, これと平行 して /ソ と解す

るべきであろう｡ もし仮に, Ⅰ葦における方法を4.の方法に変えるとすれば, Ⅰ章におけるす

べての /ソ を /〉?/ に,またすべての /′/を /~?/ に書 きかえれば済む ことである｡ただ し,

そうす ることにより,/?/ は初頭子音 としてのみでな く,末尾子音 としても現われ得 ることに

なり, したがって音節構造 も少 し異なったものになって くるだろ う｡

Ⅲ ラフ ･ナ語正書法その他について

概 略

一 日にラフ語 と言 って も, その分布は中国雲南省か

ら, 南端はタイrBlのクーク (Tak)県にまでおよんでお

り,またラフ語の中にも多 くの 下位区分が存在す る｡

いま, ラフ族のだいたいの 分布 を示す と地図の通 りで

ある｡26) どの地域にどのよ うな ラフ語が話 されてお り,

相互にどのよ うに異なるか という点 については, 広範

な現地調査が行なわれていない以上, 全然知 られてい

ないと言 っていいだろう｡また,同 じラフ ･ナ語で も,

雲南省のそれ と, タイ国タ-ク県のそれ とが全 く同 じ

であるなどと言 うことは考 えられな い ｡ 従 って, ここ

で, 極めて大まかに, この 地凶にもとづいて地域別 に

分けてみると,次のようになるだろう｡

(1 ) 中国雲南省 (地図記号A)

(2) 西北部 ラオス (地図記号 B)

(3) ビルマ, ワ- (Wa)州 (地図記号 C)

(4) ビルマ東北部 シャン (Sham)州,北部タイ国,西北部タイ匡1(地図記号 D,E,F)

以上の中 で,最 もよ く- 相対的な意味で- 研究 されているのが(4)におけるラフ語であろう

が, これは地図のDの地域のそれについてであって,タイ国におけるラフ語の調査報告は,私

26) FrankM.Lebar,GeraldC.Hickey,andJohnK.Musgrave,EthnicGroupsofMainland
SoutheastAsia(NewHaven:HRAFPress,1964)による｡
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の知 る限 りでは,未だ出ていない｡ しか し, Eおよび Fにおけるラフ族は,いずれ もDあるい

はCの地域か らタイ国内に入 ったものであり, Eの地域においては,現在で もDとの交渉は密

接であり,言語的にみて も,あまり大 きな相違はないと考 えてよいだろう｡いろいろなラフ語

の中で,Dにおいては, ラフ ･ナ語および ラフ ･シ (La〉hushi)語のみが正書法を有す る｡

したがって,本稿でも, このDにおけるラフ ･ナ語の正書法について述べ る｡最近 Dか らE-

移住 した者の中にも, この正喜で もって文通可能な者が,少数なが らいることは確かである｡

詳純な相違を除けば,Eにおけるラフ ･ナ語 も, この正書法を有す るDのラフ ･ナ語 と大差な

いとみてよいであろう｡

1. (1),(2),(3)のラフ語 について

ラオスのラフ語 については,J.Monpeyat,HNotessurlesM011SSeuXde la province de

Muong-sing(Haut-LaosOccidental),"R.I.,n.S.4,1905.に語嚢が発表 されているとのこと

であるが27),私は未見であるので,全然わか らない｡ この他にも,い くつかの旅行記等の類に

断片的な語嚢や文が記録されている可能性 はあるだろうが,よ くわか らないし,はたして言語

の構造を知 る手がか りになるかどうかは非常にうたがわ しい｡ ビルマのワ-州におけるラフ語

について も,Dのそれと違 うのかどうか,違 うとすればどのように違 うのかといったことにつ

いては,資料が 出ていないために 何 もわか らないけれ ども, この地域の ラフ族で も, 正書法

を用いる場合 には, Dにおけるそれを用いているようである｡28)中国雲南省の ラフ族は主 とし

て Lan-ts'ang La-ku Autonomous County,Menglien Thai-Lahu-k'a-wa Autonomous

County,Keng-maThai-k'a-waAutonomousCountyに居住 し,中国政府によ り言語調査が

行なわれ, ローマ字による正書法が定め られてお り,現在 それを改良中であるということ以外

には,詳 しい情報がない｡29) なお,中国語では, ラフは,裸黒あるいは粒才占により表わされて

いる｡中国政府の力によ り, ラフ語だけでな く,他の少数民族言語 についても,広 く調査 され

ていることと思 うが, 今のところ, 詳 しい ことはわか らないo Henrid'Orleans,DuTonkin

auxIndes,Paris,1898. にはい くつかの言語の語乗が提せ られており, その中にはラフ語 も

含まれているように言われ るが30),実際は, ラフ語ではな くて,雲南省における同系統の言語

のひとつだと言える｡

2. (4)のラフ語 について

ラフ ･ナ語以外に, ラフ ･シ語 にも正書法があるが,私の手許 に資料がないのでよ くわか ら

27) RobertShafer(ed.),BibliographyofSinoITibetanLanguages(Wiesbaden:OttoHarra-
ssowitz,1957)による｡

28) Mr.CaLaw,Mr.AiShiに直接聞きただしたものである｡

29) RichardK.Diao,"TheNationalMinoritiesofChinaandTheirRelationswiththeChi-
neseCommunistRegime,"SoutheastAsianTribes,M3'noritiesand Nations,ed.byPeter
Kunstadter,Vol.Ⅰ(PrincetonUniversityPress,1967).

30) RobertShafer,oP.cit.
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ない.HenryRudolphDavies,Yおnnan,theLinkbetweenIndiaandtheYang-tze,Cam-

bridge,1909.の語嚢,C.MorganWebb,CensusofIndia,Vol.ⅠⅠ,Part1,Report,Ran一

goon,1911.における親族語柔は未見であるが,この年代の書物の一部を成す語柔の類は,通常,

言語を知 る上ではほとんど役に立たない ものである頁か ら,これ ら二者 もあまり使えるもので

はなさそうである｡また, よ く引用される LinguisticSurveyoflndia も,短 い 概略的説明

を提 しただけで,実際の言語資料は収録 していない｡多少 ともまとまった数の語桑類を含むも

のとして,JamesGeorgeScott,GazetteerofUpperBurmaand Sham States,Part1,

Vol･1,Rangoon,1900･があるC しかし, これも,声調の記述がな く,また全体に不統一であ

ったり, 記録者の考えちがいと思われる点があったりして, 言語研究には役立たない｡ 例え

ば,くくthick,tobe》として くtu)および くtwa)の二つが上げられているが, これは二つの形

があるのではな く,後者は くtu)プラス く-a)であり, この く-a)はパーテ ィクル (仮にそう

呼んでお く) と考えられる｡くくthick,tobe))としては くtu)一つで充分なのである｡((lowland

flelds))としてあげられた くtimite)は,実は,≪lowlandfieldsをたがやす≫ という意味であ

り,くtimi)と くte)とに分けられるべ きものである.((todance))の くpw色te〉も,本当の意

味は≪祭(くpw色〉)を行なう (くte))≫であり,直接≪踊る≫ を意味するものではないO本書の

語桑類は, ラフ ･ナ語だけでな く,アカ語, リス語等のそれを見ても,いったいに上記の類の

不統一が多 く, これを何 らかの意味で使用する際は充分注意 してかからなければならないだろ

う｡いずれにしても, たいして使用にたえるものだとは言えない｡ C.B.Andisdel,"Elemen-

taryStudiesinLahoo,Akha(Kaw)andWaLanguages,"JBRS,1,Rangoon,1911.は著

者 もことわっているごとく,実用的な目的のためのものである｡最初に英語の単語をあげ,そ

れに相当する上記 3言語の語桑を提 し,それらの語菜を使 って, 言己された英言吾の文に当たる意

味の文をつづ ったものである｡本書の表吉己も言語の研究に役立つ性質のものではないが, ここ

に記された文そのものは正 しいだけでな く,非常に自然で口語的な生きたラフ言吾であって,英

文に合わせて取ってつけたものではないと言える｡私の知 る限 りでは,最 も正確であり,量的

にも多いのは,J.H.Telford,HandbookoftheLahu(Muhso)LanguageandEnglish-

LahuDictionary,SuperintendantGovernmentPrintingandStationary,Rangoon,1938.

である｡ Dの地域 で用いられている正書法 は 本書のそれである｡ この 正書法は後に Adult

EducationSub-CommitteeofBurma,I,ahuLi,LahuYaJaw TuVeLi,Rangoon,1959

において, わずかな改良が加えられただけで, 現在に至 るまで使用されているものである｡

Handbook は文法および語柔集か ら成 るが, その記述方法はヨーロッパ語の文法範晦にラフ語

をあて はめてゆき, それに はずれるものは "LahuIdioms"として 列挙 してある｡ だから,

文法の記述方法としては言語学的ではな く,それによって言語の構造な り特徴なりを知 ること

は困難であるけれども,そこに用いられている材料およびその表記法は高度に正確であり統一
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のとれたものである｡だから,これをよ く検討 し,うまく使 うことによって,言語調査の助け

とすれば,ずっと能率を上げることが出来るであろう｡LahuLiのほうは,すでにラフ語を話

しているラフ族に読み書きを覚えさせ ることを目的としたもので,単語 とあまり長 くない文と

から成 り立つ｡ 本書の表記法は根本的には Handbookのそれと同じであるから, 本稿では後

者のそれを中心に説明を進める｡なお,前者における例文は,教科書という性格上,多少 とも

人為的 (ArtiBcial)なところがあるので,これを現地調査の手がかりに使用する際は,その点

に注意 しなければ,自然な言語資料を得 る上でかえってさまたげになるおそれがある｡

この Handbookの正書法と私の音素表記との対照を示すと次のようになる｡ 左行が音素表

記である｡

p~-HHH●p

phト---hpf

mV--･---mV

th--- - ht

tsh一･-- - ts

C---･--C

y-'"HHHy～Z

g-･'･'日日●g
I

g一日●=●='g

pf-･････････pf

b----b

f一---･f

d一･･･--d

dz-･日日････tz

ch-･････････ch

k----･k

g-----nり

?一･･-･-(無表記)

ph-･････････hp

bv-･---･bv

V-----･V

n-----･n

1-･････････1

氏-･･---ny

ky-----ky

k--･-･･･k'

h----･h

phy----･hpy

m ----･-m

t-----･t

ts一･----tc

(r-)･････････(r)

善一--･････sh～s

kh---･･･hk

kh--･.････hk'

以上初頭子音

-1 - - ･ ･ ･ - ･1 -e一･･････-e -E- I-･･-･eh 一 士 一 ･ ･･- ･･･u l

-tn--･･･････ui～ue～uh～g'e -a--･･･-a -u-･--･-u

-0--･･-･-0 -〇一----･aW -ue--･･･････We～Wl～u1

-uE--･･--Weh -ua一･.･--wa 以上中核母音

一g･-.･--n -y----i -W---･o (-k)･-････-(k)

以上末尾子音

/(無記号)/----無記号 /〉/--･-- /~/- ----

r/･･･ ･-･ ･ ･- /ソ･････--- /′/･･･････-- 以上声調類

以上,かなり規則的に対応 し,この正書法は高度に言語の音素体系を反映しているものだと

言えるであろう.一つの音素が二つまたはそれ以上の文字によって表わされる場合について,

次に説明を加える｡/S/は くsh～S)によって表記されているが,これは,くsh)は /-i,e,E,u,
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0,〇/における /S/を,くS〉は /-tiI,/における /S/を表わしたものであり,/-a/における

/S/は くS～sh〉により自由交替的に表わされる｡ この最後の場合については, 倍用語 (主と

してシャン語) の場合に くS〉が多 く用いられ, その他の場合には くsll〉が用いられる傾向が

ある｡ しか し,これらの表記上の区別は,私の調査結果では音素論的区別を反映 したものでは

な く,/-a/における /S/は,くS)および くsh)ともに 【!]であることがわかったoあるい

は,これらの借用語が入 ったころには,借用言吾として本来のラフ語 とは異なった発音を有 して

いたが,次第に本来のラフ語音素に同化 したのかもしれない｡/一菖a'ti./ lscL:33ti711】≪知覚≫

における /菖/も /】菖arve./[!n:22Ve:331]≪たやすい≫における /菖/ と同じく [!]であるが,

表記法のみが くS) と くsh)に分かれており, 前者 はシャン語からの借用語だと考えられる｡

/y/に対する くy～Z〉は,/y/の異形態 [Z]と [j] とを表記分けしたものである｡すなわち,

/-tu/における /y/を くZ〉で,その他の場合の /y/を くy〉 で表記 している./tH/につい

ては,/pf,phf,bv,mv,ts,tsh,dz-/における /uI/はすべて くuh)で表記 し, その他の

場合は くue～ui〉である｡ ただし, くui〉で表記 されたものには /u/のみならず /i/も含ま

れているので,これについては後述する｡ くg'e〉は /p,m-/における /u/の一部を表記 し

たものである｡実際には,私のフィール ド･ノー トに関する限り,/75̀mtLI./≪粉≫,/-■pth./

≪-飲み,すす り≫,/-va'muI./≪霧,霞≫のみにおける /u/が くg'e)で表記 され, ただ一

つ /一mvth'thiLp晶'veノ≪ひらめ く≫における /■p竜/のみが (pg'o〉〉と表記されているOまた,

ただ一つ /■chu芭■ve/≪打≫のみが くchui〉で表わされているOこれ らの表記法の相違がかつて

存在 した何 らかの音素論的対立を反映 したものなのか,あるいは,本書の取りあつかう方言と

私が調査 したそれとの相違によるものなのかは,いまのところ,何 とも言えない｡/ue/は くwi

～we〉で表記されるが, これは, 音素論的には何 らの区別をも表わしたものではな く, 全 く

表記上の混乱にすぎない｡/Jtu芭rve./≪ こする≫, /r菖uelve./≪す ぐれている≫ 等は くwi〉で

/Jtuerm也甘/≪パイナップル≫等は (we)で表記されているO/ul/に対する くui～ue)につい

ては,現在 くui〉で表記されているものの仁山こは, 実際は /ul/であるものが多 く存在 し,む

しろ /i/は少ないと言えるので,少 し問題がある. 上記 Handbookおよび LahuLiにおい

ては,くui〉および くue)の表記法は一致 しており, Handbookにおける くue〉が 〈ui〉に,

あるいはその反対に書きかえられた例はない｡両者 とも くui)で表記 されたもので,インフォ

-マントについて聞きただしてみると,それらは /tu/を表わしており,したがって くue)で

表記 されるべきだと言 うものが多数出て くる｡例えば, くaw〉subkuiー)≪死体≫, くmi〉ha

kui〉 ) ≪がけ≫,くmi〉guiV ) ≪地≫,くpui~ve)≪能力がある≫, くhpuive)≪つなぐ≫,

くbui〉ve)≪沸騰する≫,くkui〉v e)≪腐る≫,くg'ui〉ve)≪からか う≫ 等ほか多数であるO

これらについては次の二通 りの考え方が出来るであろう｡ すなわち, もともとは くui):〈ue)

により表記される音素 /i/:/tn/がはっきりと対立 していたが,最近になって /i/が /uJ/に
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同化 し始め,元の /i/の多 くが /u/との対立をうしない始め,現在でもその過程が進んでい

る｡いま一つは,上記 2書が取りあげた方言では /i/:/tu/の対立は現在でも存在するが,私

のインフォーマントの話す方言,つまり東北部 シャン州で北部タイの国境よりの地域で話され

る方言, においてはこの対立がな くなりつつあるという解釈である｡ Handbook と LahuLi

との間では正書法の 変化は見 られず, 両者 ともチェントゥン地域の パ ンワイール ウエムウエ

(PangWai-LweMwe,PaWe-LweMwe)あたりの言葉を対照にしている点から,おそら

く後者の解釈のほうが当たっていると言えるであろう｡

以上は音素についてであるが, かぶせ音素の類については, Handbook,Lahu Li共 に表

記されていない｡ 両者とも, 未定義の句読点が随所適宜に用いられているだけである｡ ただ

Handbook においては く-:〉という記号があり, これは中島型声調 (‖MiddleLongTone'')

とされているけれども,実際の言語に当たってみると,これは実は声調類とは関係がな く,か

ぶせ音素の環境によって音節が長 くなった場合にすぎないことがわかる｡長さは,この言語で

は, 自動的特徴であって, 弁別的特徴ではない｡本書で く一･.)の用いられている音節, 例え

ば,くYawykan-te:pui-ve:)/●y5'kaり●te■p由一ve./≪彼は仕事をしてしまった≫ における

くve:〉/rye./は長いけれども同じく くkan-te:pui~ve:1a〉〉/Tkaり-te'pⅦVe'la./ における

くve:〉/ve/は く- :〉であっても強勢がないから短いのである｡ 音素論的には 区別されない

く-:〉は LahuLiにおいてはすべて取り除かれている｡一方,LahuLiにおいては Handbook

には見 られなかったものとして く-_)が加えられており, 声調類 であるかのように取り扱わ

れているけれども,これもかぶせ音素の環境によるもので,音素論的には対立するものではな

い｡例えば くta_ve)/∫talve./≪置 く≫は,/ta/が第 Ⅰ声調であり,/l-■S./という環境に立

つから, 音声学的には 【tcl:221 となるのであって,別の声調類を有するわけではない｡ 音素

論上は く-_〉の表記は必要ではない｡以上のように, この正書法は, 相補的分布の原則を適

応する一歩手前の段階の音を表記 し,未定義の句読点以外には,かぶせ音素の表記はなされて

いないけれども,その反面,かぶせ音素の影響による音声学的特徴が く-:〉あるいは く-_)に

より書 き表わされているということが出来る｡また,わずかな表記上の不統一を除けば,忠実

に言語の構造を表わしていると言える｡従って,これらの点を留意すれば, Handbook,Lahu

Liおよびこの正書法そのものも,現代でも充分使用にたえるものだと考えて正 しいのである｡
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